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「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町

和通信
なごみ

　もうすぐ桜の季節です。

　3月４日から待ちに待った「志国高知　幕末維新博」が始まります。会場では若き龍馬の活躍を

支えた髙松順蔵や石田英吉（第11代高知県知事）ら安田ゆかりの人物たちを紹介していますが、

今回は石田氏に焦点を当てました。

　ぜひご来館いただき、安田町の偉人たちを

しのんでみてはいかがでしょうか。
安田まちなみ交流館「和」
開館時間／午前9：00～午後5：00　
安田町大字安田１６７４－１　☎38-3047

なごみ

お父さん、お母さん、ありがとう！

わたし、1歳になりました。
大きく
　なったでしょ！

今月号では平成２８年２月生まれの子どもを紹介します。

とびっきりの笑顔でデビューです。

２月１０日生まれ

南　さくらちゃん

（西島）父：宏樹さん

　　　  母：裕美さん

たくさんの笑顔と幸せをありがとう☆

これからもよろしくね。

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　
短

　歌

清
岡

　恭
子

　

頑
健
な
後
姿
は
若
き
ま
ゝ

　夢
に
逢
う
父
振
り
向
き
ほ
ほ
笑
み

痛
む
歯
を
さ
け
て
五
分
粥
す
す
り
つ
ゝ

　戦
後
の
芋
粥
懐
か
し
き
か
な

　
川

　柳

清
岡

　恭
子

　

休
み
た
や
神
も
忙
し
入
試
時
期

太
い
腕
箸
し
か
持
て
ぬ
弱
い
腕

中

　
　淑
美

　

ト
ラ
ン
プ
の
つ
ぶ
や
く
ひ
と
言
震
度
六

ふ
る
さ
と
を
思
う
心
は
返
礼
品

西
岡
佐
千
子

　

温
泉
の
柚
の
香
り
を
持
ち
か
え
る

初
春
に
百
一
才
を
生
き
る
叔
母

長
戸

　寿
子

　

散
歩
道
ま
た
会
い
ま
し
た
ね
あ
の
紳
士

千
切
り
の
大
根
う
れ
し
小
春
日
に

小
松
由
加
子

　

ほ
こ
ろ
ん
だ
梅
の
下
に
て
一
休
み

ア
ン
ケ
ー
ト
直
感
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る

築
田
登
勢
子

　

若
者
は
七
草
よ
り
も
恵
方
巻

若
者
の
尻
切
れ
用
語
あ
れ
は
何

西
岡

　益
子

　

止
め
跳
ね
を
真
似
し
て
書
い
た
初
日
の
出

つ
る
し
柿
今
が
食
べ
頃
茶
を
す
す
る



②広 報 や す だ 平成29年（2017） 3 月 1 日No.615

　戦
後
の
復
興
期
に
お
け
る
奈
半
利
川
水
系
で
の
電
力
開
発
に

伴
い
、
昭
和
３３
年
に
高
知
県
知
事
か
ら
電
源
開
発
株
式
会
社
に

対
し
、
安
田
川
か
ら
奈
半
利
川
に
分
水
取
水
す
る
水
利
使
用
許

可
が
与
え
ら
れ
、
貴
重
な
安
田
川
の
水
が
、
発
電
を
目
的
に
毎

秒
最
大
６
ト
ン
、
昭
和
４１
年
か
ら
魚
梁
瀬
ダ
ム
に
分
水
さ
れ
て

い
ま
す
。

　安
田
川
分
水
計
画
当
初
よ
り
、
分
水
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の

影
響
か
ら
、
分
水
絶
対
反
対
の
基
本
姿
勢
で
対
処
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
電
力
開
発
と
い
う
重
要
性
か
ら
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
高
知
県
の
調
整
斡
旋
に
よ
り
、
厳
正
な
取
水
の
実
行
と
、
水

利
使
用
期
間
中
の
諸
障
害
へ
の
対
処
を
条
件
に
分
水
が
開
始
さ

れ
、
前
回
の
更
新
期
（
昭
和
６０
年
３
月
）
に
お
い
て
は
、
平
成

３
年
３
月
に
合
意
に
至
る
ま
で
長
期
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
焼

山
堰
で
の
水
位
確
認
に
よ
る
厳
格
な
取
水
の
実
行
と
、
水
の
復

元
の
た
め
の
諸
対
策
事
業
の
着
実
な
実
行
管
理
を
、
高
知
県
、

安
田
町
、
電
源
開
発
（
株
）
の
三
者
で
確
認
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　平
成
２７
年
３
月
末
に
期
限
を
迎
え
た
今
回
の
水
利
使
用
許
可

更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
「
安
田
川
の
水
の
復
元
」
を
絶
対
要
件
と

す
る
、
７
項
目
の
措
置
要
望
書
を
町
長
、
議
長
連
名
で
提
出
し
、

許
可
権
者
で
あ
る
高
知
県
、
水
利
使
用
者
で
あ
る
電
源
開
発
（
株
）

が
、
安
田
川
分
水
の
過
去
の
経
過
と
、
現
在
の
安
田
川
の
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
で
対
応
し
て
い
く
の
か
、

継
続
し
て
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　昨
年
１１
月
２２
日
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
安
田
川
分

水
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
７
項
目
の
措
置
要
望
に
対
す
る
県
、

電
源
開
発
の
回
答
（
案
）
と
、
安
田
川
分
水
の
課
題
解
決
の
た
め
、

三
者
の
役
割
を
明
確
に
し
た
確
認
書
（
案
）
が
示
さ
れ
、
内
容

を
検
討
し
た
結
果
、
交
渉
を
長
引
か
す
こ
と
は
行
政
に
と
っ
て

も
得
策
で
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
そ
の
内
容
を
も
っ
て
、
町
議

会
議
員
協
議
会
、
安
田
川
分
水
対
策
委
員
会
に
諮
る
と
と
も
に
、

関
係
す
る
団
体
の
了
承
を
得
た
の
で
、
本
年
２
月
１４
日
、
高
知

市
に
お
い
て
、
安
田
町
、
高
知
県
、
電
源
開
発
（
株
）
の
間
で

確
認
書
の
調
印
を
行
い
、
水
利
使
用
許
可
更
新
に
同
意
し
ま
し

た
。
（
次
回
更
新
平
成
４７
年
３
月
末
）

安
田
川
分
水
の
経
過

安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更
新

「
町
、
県
、
電
源
開
発(

株)

で
確
認
書
に
調
印
」

　
安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更
新
（
期
限
平
成
２７

年
３
月
末
）
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
過
年
来
、
「
安
田
川
の
水
の
復
元
」
を
絶
対
要
件
と
し
て
、
高
知
県
、
電
源
開
発
（
株
）
と
交
渉

協
議
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
般
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
三
者
で
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

　
安
田
川
分
水
問
題
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
特
に
関
係
の
深
い
内
容
で
あ
り
ま
す
の
で
、
安
田
川

分
水
の
経
過
、
今
回
の
更
新
に
あ
た
っ
て
の
合
意
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

焼山頭首工表示看板

14.67ｍ取水停止
14.69ｍ取水開始

焼山頭首工右岸で水位を確認し、安田川上流で取水を行っています
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安
田
川
分
水
概
要
図

安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更
新

分
水
の
経
過
、
今
回
の
更
新
に
あ
た
っ
て
の
合
意
内
容
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

魚梁瀬ダム

安田川本流取水ダム

中の川取水ダム

長滝川取水ダム

久藪谷川取水ダム

栃谷川取水ダム

焼山堰

安田川本流取水ダム
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高
知
県
と
安
田
町
及
び
電
源
開
発
（
株
）
と
は
、
安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更

新
に
関
す
る
措
置
要
望
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
す
る
。

１
．
三
者
は
協
働
し
て
安
田
川
の
自
然
環
境
保
護
、
清
流
保
全
、

水
源
涵
養
に
取
り
組
む
。

２
．
平
成
３
年
３
月
に
確
認
し
た
諸
対
策
事
業
の
平
成
２９
年
度

ま
で
の
具
体
的
内
容
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

３
．
現
在
の
諸
対
策
事
業
に
含
ま
れ
な
い
新
た
な
課
題
に
つ
い

て
は
三
者
で
協
議
す
る
。

４
．
平
成
３０
年
度
以
降
も
諸
対
策
事
業
は
継
続
し
、
安
田
川
分

水
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
協
議
決
定
す
る
。

５
．
安
田
川
分
水
の
影
響
緩
和
の
た
め
、
流
水
の
復
元
に
直
接

資
す
る
事
業
に
係
る
町
の
負
担
に
対
し
、
電
源
開
発
（
株
）

は
応
分
の
負
担
を
行
う
こ
と
と
し
、
各
年
度
の
安
田
川
分

水
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
内
容
を
確
認
す
る
。

６
．
流
水
の
復
元
に
資
す
る
新
た
な
事
業
を
町
が
計
画
す
る
場

合
、
県
、
電
源
開
発
（
株
）
は
協
力
す
る
。

　
安
田
川
分
水
諸
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
６０
年
３
月
の

水
利
使
用
許
可
更
新
（
平
成
３
年
３
月
確
認
書
調
印
）
以
降
、

５
カ
年
計
画
を
た
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
２５
〜
２９
年
の
五
カ
年
計
画
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
事
業
進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、
３０
年
以
降
も
新
た
な
課

題
を
含
め
、
５
カ
年
計
画
を
た
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
諸
対
策
事
業
の
実
施
に
係
る
町
負
担
分
に
つ
い
て
、

毎
年
度
事
業
内
容
を
精
査
し
、
電
源
開
発
（
株
）
は
応
分
の
負

担
（
１
／
２
）
を
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
安
田
川
分
水
の
課
題
解
決
と
、
清
流
安
田
川
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
確
認
書
に

基
づ
く
諸
対
策
事
業
の
着
実
な
実
行
を
、
県
、
電
源
開
発
（
株
）
と
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
等
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更
新
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　措
置
要
望
に
関
す
る
確
認
書
の
概
要

今
後
の
対
応

別 表 安田川分水諸対策事業計画

事業区分
Ｈ25

（施工実績）

単位：千円

安
田
川
流
域
に
お
け
る
水
確
保
対
策

関
連
諸
対
策

流水の貯留

伏流化対策

安田川流域

森林整備

農業用

かんがい

施設整備

河川の改修

河川環境整備

生活用水対策

砂防ダム

治山ダム

山腹工

協働の森づくり事業

堰堤帯工

安田町施工水路

高知県施工水路

河川護岸整備等

堆積土砂浚渫

河川雑草除去

河川環境調査

簡易水道施設

事業区分

安
田
川
流
域
に
お
け
る
水
確
保
対
策

関
連
諸
対
策

流水の貯留

伏流化対策

安田川流域

森林整備

農業用

かんがい

施設整備

河川の改修

河川環境整備

生活用水対策

砂防ダム

治山ダム

山腹工

協働の森づくり事業

堰堤帯工

安田町施工水路

高知県施工水路

河川護岸整備等

堆積土砂浚渫

河川雑草除去

河川環境調査

簡易水道施設

0

0

0

0

5,092

5,240

0

40,394

1,691

2,312

4,400

137,206

Ｈ26
（施工実績）

672

2,840

22,028

22,028

99,687

7,851

0

28,348

8,453

0

2,500

29,480

Ｈ27
（施工実績）

18,000

0

167,765

33,922

72,117

0

0

33,480

4,530

650

0

66,292

Ｈ28
（施工予定）

30,000

0

39,300

22,734

0

0

0

37,350

4,000

500

0

109,800

Ｈ29
（施工予定）

40,000

0

0

12,218

67,000

96,000

10,000

10,000

10,000

3,000

0

110,000

対応方針 Ｈ30以降計画

〇電源開発（株）の負担対象としない

〇協働の森づくり事業のスキームに則

り実施する

〇焼山堰改修（Ｈ25～Ｈ27）は電源開

発（株）の負担対象とする

〇その他は、確認書締結後の事業を

電源開発（株）の負担対象とする

〇ただし、過去に電源開発（株）の補償

により設置した設備の補修等は除く

〇確認書締結後の水路の補修を電源

開発（株）の負担対象とする

〇電源開発（株）の負担対象としない

〇電源開発（株）の負担対象としない

〇確認書締結後の管路の補修を電源

開発（株）の負担対象とする

〇分水協において具体的な内容を協

議・決定する

〇５カ年計画を策定、推進する

平成29年2月14日調印（高知県庁）
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高
知
県
と
安
田
町
及
び
電
源
開
発
（
株
）
と
は
、
安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更

新
に
関
す
る
措
置
要
望
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
す
る
。

１
．
三
者
は
協
働
し
て
安
田
川
の
自
然
環
境
保
護
、
清
流
保
全
、

水
源
涵
養
に
取
り
組
む
。

２
．
平
成
３
年
３
月
に
確
認
し
た
諸
対
策
事
業
の
平
成
２９
年
度

ま
で
の
具
体
的
内
容
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

３
．
現
在
の
諸
対
策
事
業
に
含
ま
れ
な
い
新
た
な
課
題
に
つ
い

て
は
三
者
で
協
議
す
る
。

４
．
平
成
３０
年
度
以
降
も
諸
対
策
事
業
は
継
続
し
、
安
田
川
分

水
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
協
議
決
定
す
る
。

５
．
安
田
川
分
水
の
影
響
緩
和
の
た
め
、
流
水
の
復
元
に
直
接

資
す
る
事
業
に
係
る
町
の
負
担
に
対
し
、
電
源
開
発
（
株
）

は
応
分
の
負
担
を
行
う
こ
と
と
し
、
各
年
度
の
安
田
川
分

水
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
内
容
を
確
認
す
る
。

６
．
流
水
の
復
元
に
資
す
る
新
た
な
事
業
を
町
が
計
画
す
る
場

合
、
県
、
電
源
開
発
（
株
）
は
協
力
す
る
。

　
安
田
川
分
水
諸
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
６０
年
３
月
の

水
利
使
用
許
可
更
新
（
平
成
３
年
３
月
確
認
書
調
印
）
以
降
、

５
カ
年
計
画
を
た
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
２５
〜
２９
年
の
五
カ
年
計
画
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
事
業
進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、
３０
年
以
降
も
新
た
な
課

題
を
含
め
、
５
カ
年
計
画
を
た
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
諸
対
策
事
業
の
実
施
に
係
る
町
負
担
分
に
つ
い
て
、

毎
年
度
事
業
内
容
を
精
査
し
、
電
源
開
発
（
株
）
は
応
分
の
負

担
（
１
／
２
）
を
行
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
安
田
川
分
水
の
課
題
解
決
と
、
清
流
安
田
川
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
確
認
書
に

基
づ
く
諸
対
策
事
業
の
着
実
な
実
行
を
、
県
、
電
源
開
発
（
株
）
と
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
等
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
田
川
分
水
の
水
利
使
用
許
可
更
新
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　措
置
要
望
に
関
す
る
確
認
書
の
概
要

今
後
の
対
応

別 表 安田川分水諸対策事業計画

事業区分
Ｈ25

（施工実績）

単位：千円

安
田
川
流
域
に
お
け
る
水
確
保
対
策

関
連
諸
対
策

流水の貯留

伏流化対策

安田川流域

森林整備

農業用

かんがい

施設整備

河川の改修

河川環境整備

生活用水対策

砂防ダム

治山ダム

山腹工

協働の森づくり事業

堰堤帯工

安田町施工水路

高知県施工水路

河川護岸整備等

堆積土砂浚渫

河川雑草除去

河川環境調査

簡易水道施設

事業区分

安
田
川
流
域
に
お
け
る
水
確
保
対
策

関
連
諸
対
策

流水の貯留

伏流化対策

安田川流域

森林整備

農業用

かんがい

施設整備

河川の改修

河川環境整備

生活用水対策

砂防ダム

治山ダム

山腹工

協働の森づくり事業

堰堤帯工

安田町施工水路

高知県施工水路

河川護岸整備等

堆積土砂浚渫

河川雑草除去

河川環境調査

簡易水道施設

0

0

0

0

5,092

5,240

0

40,394

1,691

2,312

4,400

137,206

Ｈ26
（施工実績）

672

2,840

22,028

22,028

99,687

7,851

0

28,348

8,453

0

2,500

29,480

Ｈ27
（施工実績）

18,000

0

167,765

33,922

72,117

0

0

33,480

4,530

650

0

66,292

Ｈ28
（施工予定）

30,000

0

39,300

22,734

0

0

0

37,350

4,000

500

0

109,800

Ｈ29
（施工予定）

40,000

0

0

12,218

67,000

96,000

10,000

10,000

10,000

3,000

0

110,000

対応方針 Ｈ30以降計画

〇電源開発（株）の負担対象としない

〇協働の森づくり事業のスキームに則

り実施する

〇焼山堰改修（Ｈ25～Ｈ27）は電源開

発（株）の負担対象とする

〇その他は、確認書締結後の事業を

電源開発（株）の負担対象とする

〇ただし、過去に電源開発（株）の補償

により設置した設備の補修等は除く

〇確認書締結後の水路の補修を電源

開発（株）の負担対象とする

〇電源開発（株）の負担対象としない

〇電源開発（株）の負担対象としない

〇確認書締結後の管路の補修を電源

開発（株）の負担対象とする

〇分水協において具体的な内容を協

議・決定する

〇５カ年計画を策定、推進する

平成29年2月14日調印（高知県庁）



⑦ ⑥広 報 や す だ 平成29年（2017） 3 月 1 日 広 報 や す だ 平成29年（2017） 3 月 1 日No.615No.615

安田町駅伝競走大会第40回

　
２
月
１２
日
、
第
４０
回
安
田
町
駅
伝
競

走
大
会
（
町
体
育
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
絶
好
の
駅
伝
日
和
の

な
か
、
初
参
加
の
２
０
１
６ 

Ｓ
Ｃ
Ｍ 

２
Ｇ
、
２３
年
ぶ
り
参
加
の
土
佐
鶴
酒
造

を
加
え
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
１８

チ
ー
ム
が
町
内
７
区
間
１４
・
６
㎞
の

コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
防
衛
大
臣
の
中
谷
元
衆
議

院
議
員
が
役
場
チ
ー
ム
で
走
り
、
４０
回

大
会
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
正
午
に
文
化
セ
ン
タ
ー

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
１
区
か
ら
中

芸
集
出
荷
場
Ａ
が
安
定
し
た
走
り
を
見

せ
、
前
半
を
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　
後
半
は
、
各
チ
ー
ム
が
追
い
上
げ
を

見
せ
る
も
、
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
終

始
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
た
中
芸
集
出

荷
場
Ａ
が
、
２
年
連
続
大
会
新
記
録
で

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
各
チ
ー
ム
関
係
者
、
町
交
通
安
全

指
導
員
、
安
田
駐
在
所
員
な
ど
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
事
故
も
な
く

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

優
　
勝
　
中
芸
集
出
荷
場
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５３
分
２
秒

大
会
新
記
録

準
優
勝
　
井
ノ
岡
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５４
分
５３
秒

第
３
位
　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ガ
レ
ー
ジ

Ｂ
ｕ
ｌ 

Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５８
分
４０
秒

第
４
位
　
安
田
少
年
野
球
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５９
分
１３
秒

第
５
位
　
土
佐
鶴
酒
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５９
分
２７
秒

第
６
位
　
安
田
体
育
会
野
球
部
Ａ

　
　
　
　
　
　
１
時
間
１
分
４０
秒

区
間
賞

１
区
２.９
㎞
　
小
松
勇
規
（
桜
ヶ
丘
高
校

陸
上
部
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
分
１６
秒

２
区
１.８
㎞
　
清
岡
寛
仁
（
中
芸
集
出
荷

場
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
５４
秒

３
区
２.０
㎞
　
川
村
綾
太
（
桜
ヶ
丘
高
校

陸
上
部
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
１５
秒

４
区
１.５
㎞
　
中
　
正
人
（
土
佐
鶴
酒
造
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
分
１７
秒

５
区
２.０
㎞
　
門
田
篤
幸
（
中
芸
集
出
荷

場
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
３９
秒

区
間
新
記
録

６
区
２.０
㎞
　
窪
田
拳
伸
（
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ガ
レ
ー
ジ
Ｂ
ｕ
ｌ  

Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
５５
秒

区
間
新
記
録

７
区
２.４
㎞
　
西
岡
楽
徒
（
中
芸
集
出
荷

場
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
分
２６
秒

敢
闘
賞

団
体
　
土
佐
鶴
酒
造

個
人
　
松
崎
　
昊
（
チ
ー
ム
５９
）

　
　
　
長
屋
朱
美
（
２
０
１
６ 

Ｓ
Ｃ

Ｍ 

２
Ｇ
）

特
別
賞

団
体

　
４０
回
連
続
出
場
　
　
井
ノ
岡
Ａ

　
３５
回
連
続
出
場
　
　
マ
ル
ハ
園
芸
Ａ

　

優勝した中芸集出荷場Aの皆さん

　
２
月
１９
日
、
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競

走
大
会
（
中
芸
広
域
連
合
主
催
）
が
、
田

野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
発
着
の
周
回

コ
ー
ス
（
５
区
間
８.０
㎞
）
で
行
わ
れ
、
中

芸
地
区
の
小
学
生
１８
チ
ー
ム
（
男
子
１４
チ
ー

ム
・
女
子
４
チ
ー
ム
）
で
争
わ
れ
、
本
町

か
ら
は
、
男
子
２
チ
ー
ム
（
う
ち
男
女
混

合
１
チ
ー
ム
）
、
女
子
１
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
午
前
１０
時
に
男
女
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
。
選
手
は
、
沿
道
に
詰
め
か
け

た
家
族
や
友
達
、
地
域
の
方
か
ら
の
大
き

な
声
援
を
力
に
変
え
、
普
段
以
上
の
力
走

を
見
せ
ま
し
た
。

　
男
子
は
、
奈
半
利
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
女
子
は
、
安
田
Ａ
が
１
区
か
ら
独
走
態

勢
の
流
れ
を
作
り
、
最
終
区
間
ま
で
安
定

し
た
走
り
を
見
せ
、
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
男
子
チ
ー
ム
は
、
残
念
な
が
ら
優
勝
は

逃
し
た
も
の
の
、
参
加
選
手
全
員
が
団
結

し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
安
田
Ａ
が
３
位
入

賞
し
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
奈
半
利
Ａ
　
　
　
３１
分
４４
秒

準
優
勝
　
田
野
Ａ
　
　
　
　
３１
分
５１
秒

第
３
位
　
安
田
Ａ
　
　
　
　
３３
分
４
秒

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
安
田
Ａ
　
　
　
　
３４
分
７
秒

準
優
勝
　
奈
半
利
Ａ
　
　
　
３５
分
５５
秒

第
３
位
　
田
野
Ｂ
　
　
　
　
３６
分
２９
秒

区
間
賞

男
子

　
第
５
区
２.０
㎞
（
６
年
）

　
　
中
野
　
友
駕
　
　
　
　
７
分
３４
秒

女
子

　
第
１
区
２.０
㎞
（
５
年
）

　
　
今
村
　
香
月
　
　
　
　
８
分
５
秒

　
第
２
区
１.０
㎞
（
２
年
）

　
　
大
和
田
　
奈
都
　
　
　
４
分
１４
秒

　
第
３
区
１.５
㎞
（
３
年
）

　
　
小
島
　
さ
や
か
　
　
　
６
分
１８
秒

　
第
４
区
１.５
㎞
（
４
年
）

　
　
西
山
　
和
花
奈
　
　
　
６
分
１７
秒

　
１
月
２９
日
、
第
６５
回
高
知
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
（
安
芸
郡
市
体
育
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
室
戸
市
「
シ
レ
ス
ト
む
ろ
と
」
前

か
ら
安
芸
市
「
江
湖
川
橋
北
詰
」
ま
で
の
８

区
間
４６
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
２６
市

町
村
４１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
高
知
市
Ａ
が
２
位
南
国
市
Ａ

に
１
分
３６
秒
差
を
つ
け
９
年
ぶ
り
９
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
香
南
市
の
７
連
覇
を
阻
止
し

ま
し
た
。

　
安
田
町
チ
ー
ム
は
、
町
体
育
会
陸
上
部
を

中
心
に
一
丸
と
な
っ
て
力
走
し
、
総
合
で
３８

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　
ま
た
、
運
営
の
ご
協
力
及
び
沿
道
で
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
出
場
選
手
】

１
区
７.４
㎞
　
小
松
　
靖
典

　
　
　
　
　
　
　
３１
分
５３
秒
４１
位

２
区
６.７
㎞
　
安
岡
　
聖
矢

　
　
　
　
　
　
　
２７
分
４４
秒
３８
位

３
区
２.８
㎞
　
齊
藤
　
雅
治
（
安
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
１０
分
７
秒
３５
位

４
区
４.６
㎞
　
髙
井
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
２０
分
１９
秒
３７
位

５
区
９.２
㎞
　
西
山
　
長
久
　

　
　
　
　
　
　
　
３８
分
６
秒
３９
位

６
区
２.８
㎞
　
窪
田
　
拳
伸
（
安
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
１０
分
２６
秒
３２
位

７
区
５.６
㎞
　
大
和
田
　
賀
仁

　
　
　
　
　
　
　
２１
分
１４
秒
２３
位

８
区
７.４
㎞
　
中
島
　
史
博

　
　
　
　
　
　
　
２９
分
２９
秒
３２
位

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

第34回

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会
安
田
町

子
ど
も
会

大
活
躍
！

第
65

回
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安田町駅伝競走大会第40回

　
２
月
１２
日
、
第
４０
回
安
田
町
駅
伝
競

走
大
会
（
町
体
育
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
絶
好
の
駅
伝
日
和
の

な
か
、
初
参
加
の
２
０
１
６ 

Ｓ
Ｃ
Ｍ 

２
Ｇ
、
２３
年
ぶ
り
参
加
の
土
佐
鶴
酒
造

を
加
え
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
１８

チ
ー
ム
が
町
内
７
区
間
１４
・
６
㎞
の

コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
防
衛
大
臣
の
中
谷
元
衆
議

院
議
員
が
役
場
チ
ー
ム
で
走
り
、
４０
回

大
会
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
正
午
に
文
化
セ
ン
タ
ー

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
１
区
か
ら
中

芸
集
出
荷
場
Ａ
が
安
定
し
た
走
り
を
見

せ
、
前
半
を
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　
後
半
は
、
各
チ
ー
ム
が
追
い
上
げ
を

見
せ
る
も
、
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
終

始
安
定
し
た
走
り
を
見
せ
た
中
芸
集
出

荷
場
Ａ
が
、
２
年
連
続
大
会
新
記
録
で

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
各
チ
ー
ム
関
係
者
、
町
交
通
安
全

指
導
員
、
安
田
駐
在
所
員
な
ど
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
事
故
も
な
く

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

優
　
勝
　
中
芸
集
出
荷
場
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５３
分
２
秒

大
会
新
記
録

準
優
勝
　
井
ノ
岡
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５４
分
５３
秒

第
３
位
　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ガ
レ
ー
ジ

Ｂ
ｕ
ｌ 

Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５８
分
４０
秒

第
４
位
　
安
田
少
年
野
球
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５９
分
１３
秒

第
５
位
　
土
佐
鶴
酒
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５９
分
２７
秒

第
６
位
　
安
田
体
育
会
野
球
部
Ａ

　
　
　
　
　
　
１
時
間
１
分
４０
秒

区
間
賞

１
区
２.９
㎞
　
小
松
勇
規
（
桜
ヶ
丘
高
校

陸
上
部
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
分
１６
秒

２
区
１.８
㎞
　
清
岡
寛
仁
（
中
芸
集
出
荷

場
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
５４
秒

３
区
２.０
㎞
　
川
村
綾
太
（
桜
ヶ
丘
高
校

陸
上
部
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
分
１５
秒

４
区
１.５
㎞
　
中
　
正
人
（
土
佐
鶴
酒
造
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
分
１７
秒

５
区
２.０
㎞
　
門
田
篤
幸
（
中
芸
集
出
荷

場
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
３９
秒

区
間
新
記
録

６
区
２.０
㎞
　
窪
田
拳
伸
（
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ガ
レ
ー
ジ
Ｂ
ｕ
ｌ  

Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
分
５５
秒

区
間
新
記
録

７
区
２.４
㎞
　
西
岡
楽
徒
（
中
芸
集
出
荷

場
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
分
２６
秒

敢
闘
賞

団
体
　
土
佐
鶴
酒
造

個
人
　
松
崎
　
昊
（
チ
ー
ム
５９
）

　
　
　
長
屋
朱
美
（
２
０
１
６ 

Ｓ
Ｃ

Ｍ 

２
Ｇ
）

特
別
賞

団
体

　
４０
回
連
続
出
場
　
　
井
ノ
岡
Ａ

　
３５
回
連
続
出
場
　
　
マ
ル
ハ
園
芸
Ａ

　

優勝した中芸集出荷場Aの皆さん

　
２
月
１９
日
、
中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競

走
大
会
（
中
芸
広
域
連
合
主
催
）
が
、
田

野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
発
着
の
周
回

コ
ー
ス
（
５
区
間
８.０
㎞
）
で
行
わ
れ
、
中

芸
地
区
の
小
学
生
１８
チ
ー
ム
（
男
子
１４
チ
ー

ム
・
女
子
４
チ
ー
ム
）
で
争
わ
れ
、
本
町

か
ら
は
、
男
子
２
チ
ー
ム
（
う
ち
男
女
混

合
１
チ
ー
ム
）
、
女
子
１
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
午
前
１０
時
に
男
女
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
。
選
手
は
、
沿
道
に
詰
め
か
け

た
家
族
や
友
達
、
地
域
の
方
か
ら
の
大
き

な
声
援
を
力
に
変
え
、
普
段
以
上
の
力
走

を
見
せ
ま
し
た
。

　
男
子
は
、
奈
半
利
Ａ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
女
子
は
、
安
田
Ａ
が
１
区
か
ら
独
走
態

勢
の
流
れ
を
作
り
、
最
終
区
間
ま
で
安
定

し
た
走
り
を
見
せ
、
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
男
子
チ
ー
ム
は
、
残
念
な
が
ら
優
勝
は

逃
し
た
も
の
の
、
参
加
選
手
全
員
が
団
結

し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
安
田
Ａ
が
３
位
入

賞
し
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝
　
奈
半
利
Ａ
　
　
　
３１
分
４４
秒

準
優
勝
　
田
野
Ａ
　
　
　
　
３１
分
５１
秒

第
３
位
　
安
田
Ａ
　
　
　
　
３３
分
４
秒

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
安
田
Ａ
　
　
　
　
３４
分
７
秒

準
優
勝
　
奈
半
利
Ａ
　
　
　
３５
分
５５
秒

第
３
位
　
田
野
Ｂ
　
　
　
　
３６
分
２９
秒

区
間
賞

男
子

　
第
５
区
２.０
㎞
（
６
年
）

　
　
中
野
　
友
駕
　
　
　
　
７
分
３４
秒

女
子

　
第
１
区
２.０
㎞
（
５
年
）

　
　
今
村
　
香
月
　
　
　
　
８
分
５
秒

　
第
２
区
１.０
㎞
（
２
年
）

　
　
大
和
田
　
奈
都
　
　
　
４
分
１４
秒

　
第
３
区
１.５
㎞
（
３
年
）

　
　
小
島
　
さ
や
か
　
　
　
６
分
１８
秒

　
第
４
区
１.５
㎞
（
４
年
）

　
　
西
山
　
和
花
奈
　
　
　
６
分
１７
秒

　
１
月
２９
日
、
第
６５
回
高
知
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
（
安
芸
郡
市
体
育
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
、
室
戸
市
「
シ
レ
ス
ト
む
ろ
と
」
前

か
ら
安
芸
市
「
江
湖
川
橋
北
詰
」
ま
で
の
８

区
間
４６
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
２６
市

町
村
４１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
、
高
知
市
Ａ
が
２
位
南
国
市
Ａ

に
１
分
３６
秒
差
を
つ
け
９
年
ぶ
り
９
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
香
南
市
の
７
連
覇
を
阻
止
し

ま
し
た
。

　
安
田
町
チ
ー
ム
は
、
町
体
育
会
陸
上
部
を

中
心
に
一
丸
と
な
っ
て
力
走
し
、
総
合
で
３８

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　
ま
た
、
運
営
の
ご
協
力
及
び
沿
道
で
の
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
出
場
選
手
】

１
区
７.４
㎞
　
小
松
　
靖
典

　
　
　
　
　
　
　
３１
分
５３
秒
４１
位

２
区
６.７
㎞
　
安
岡
　
聖
矢

　
　
　
　
　
　
　
２７
分
４４
秒
３８
位

３
区
２.８
㎞
　
齊
藤
　
雅
治
（
安
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
１０
分
７
秒
３５
位

４
区
４.６
㎞
　
髙
井
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
２０
分
１９
秒
３７
位

５
区
９.２
㎞
　
西
山
　
長
久
　

　
　
　
　
　
　
　
３８
分
６
秒
３９
位

６
区
２.８
㎞
　
窪
田
　
拳
伸
（
安
田
中
）

　
　
　
　
　
　
　
１０
分
２６
秒
３２
位

７
区
５.６
㎞
　
大
和
田
　
賀
仁

　
　
　
　
　
　
　
２１
分
１４
秒
２３
位

８
区
７.４
㎞
　
中
島
　
史
博

　
　
　
　
　
　
　
２９
分
２９
秒
３２
位

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

高
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

第34回

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会
安
田
町

子
ど
も
会

大
活
躍
！

第
65

回
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第
1
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球

大
会
　
3
回
戦
進
出
（
京
都
府
・
7
月
）

高
知
家
ガ
ー
ル
ズ

　清
岡

　小
都
江
さ
ん

　
私
は
今
年
の
夏
、
高
知
県
で
野
球
を
し

て
い
る
女
子
の
み
ん
な
と
京
都
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
合
同
練

習
を
始
め
た
こ
ろ
は
会
話
も
少
な
く
ま
と

ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
練
習

を
続
け
る
こ
と
で
会
話
が
増
え
、
チ
ー
ム

が
一
丸
と
な
っ
て
全
国
大
会
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
戦
の
２
回
戦
は
守
備
の
良
さ
や
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
力
も
あ
り
、
勝
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
３
回
戦
は
守
備
は
良
か
っ
た
け

れ
ど
相
手
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ず
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
く
全
員
野
球
が
で

き
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
女
子
野
球
と
し
て
の
活
動

も
続
け
て
い
き
、
来
年
は
一
試
合
で
も
多

く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
援
し
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
11

回
Ｕ
–
15

全
国
Ｋ
Ｗ
Ｂ
野
球
大

会
　
準
優
勝
　
　
（
千
葉
県
・
10

月
）

高
知
県
選
抜

　
　齊
藤

　雅
治
さ
ん

　
僕
は
こ
の
全
国
大
会
で
た
く
さ
ん
の
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
で

す
。
レ
ベ
ル
の
高
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
共
に
競
い
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
野
球
を
や
っ
て
き
て
初
め

て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
落
ち
を
経
験
し
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
ベ
ン
チ
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
プ
レ
ー
の
確
認
な
ど
の

声
掛
け
や
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
チ
等
、
大
事
な

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
全
国
と
い
う

大
舞
台
で
全
国
レ
ベ
ル
の
野
球
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
上
に
は
上
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
準
優
勝
で
悔
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

高
知
県
選
抜
と
し
て
、
目
標
に
し
て
い
た

全
国
制
覇

を
目
指
し

全
員
野
球

が
で
き
て

い
た
と
思

い

ま

す
。

高
校
で
は

甲
子
園
優

勝
目
指
し

て
頑
張
り

た
い
で
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

全
日
本
卓
球
選
手
権
カ
デ
ッ
ト
（
14

歳

以
下
）
の
部
　
　
　
（
山
梨
県
・
11

月
）

 

高
知
県
代
表
　 

南
　
克
樹
さ
ん

　
こ
の
大
会
は
、
自
分
の
弱
み
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

　
今
回
の
相
手
は
カ
ッ
ト
マ
ン
だ
っ
た
の

で
、
長
期
戦
に
な
る
と
思
い
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
１
セ
ッ
ト
、
２
セ
ッ
ト
目
は
順

調
に
試
合
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

３
セ
ッ
ト
目
以
降
は
自
分
の
体
力
が
な
く

な
り
、
２
対
３
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
練
習
で
は
体
力
を
つ
け
る

た
め
に
毎
日
の
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
部
活
で

は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
多
め
に
練
習
す
る
な

ど
体
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
ま
た
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
今
回
の
雪
辱
を
果
た
す

た
め
、
２
回
戦
進
出
を
目
標
に
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
30

回
全
国
都
道
府
県
対
抗

　
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
大
阪
府
・
12

月
）

高
知
県
選
抜
　
那
須
　
あ
ゆ
み
さ
ん

　
１２
月
２５
日
か
ら
大
阪
で
行
わ
れ
た
、
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
悔
の
残
る
こ
と
や

プ
レ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
れ
ど
、
４

カ
月
間
高
知
県
選
抜
と
し
て
バ
レ
ー
が
で

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
４
カ
月
間
、
い
ち
ば
ん
経
験
の
浅
い
私

に
と
っ
て
は
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
し
、
し
ん
ど
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
で

も
そ
の
中
で
改
め
て
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
や

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

チ
ー
ム
で
全
国
大
会
に
出
れ
た
こ
と
を
本

当
に
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
指
導
し
て
く
だ
さ
り
私
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
先
生
方
、
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た

チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
保
護
者
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
高
校
で

は
も
っ
と
辛
い
と
思
う
け
れ
ど
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
取
り
、
春
高
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
P
T
A
新
聞

　「
う
ぐ
い
す
」
よ
り
抜
粋
）

　
１
月
２０
日
、
町
役
場
で
、
小
学
校
６
年
生
７
人
が

参
加
し
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
課
題
や
将
来

の
町
づ
く
り
を
考
え
、
２
つ
の
テ
ー
マ
で
「
町
長
へ

提
案
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
１

「
安
田
町
が
よ
り
便
利
な
町
に
な
る
た
め
に
は
」

①
暗
い
道
に
街
灯
を
つ
け
て
明
る
く
す
る
と
よ
い

②
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
つ

け
る
と
よ
い

③
「
輝
る
ぽ
ー
と
安
田
」
が
も
っ
と
大
き
く
な
る

と
便
利
に
な
る

　
テ
ー
マ
２

「
安
田
町
に
人
が
集
ま
り
、
町
が
活
性
化
す
る
た

め
に
は
」

①
祭
り
を
増
や
す
と
人
が
集
ま
る

②
農
業
留
学
を
し
て
は
ど
う
か

③
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
募
集
し
て
み
て
は
ど
う
か

と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
対
し
、
説
明
を
交
え

な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
緊
張
し
な
が
ら
発
表
し
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

黒
岩
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
町
の
こ
と
を
考
え
、
ど

ん
ど
ん
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
。
町
政
に
も
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
安
田
朗
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
全
校
児

童
に
安
田
朗
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

作品は町教育委員会のホームページにのっていますのでぜひ、ご覧ください。
http://www.kochinet.ed.jp/yasuda-t/sub5.html

安田小学校６年生が「町長へ提案」

「テーマ２」発表の様子

「テーマ１」発表の様子

第62回　読書感想文コンクール

最優秀賞受賞
2016年 山の大賞（山林協会長賞）受賞

「森林はたから物」   

安田小学校　３年生　中野歩愛さん

作文コンクール受賞おめでとう

第16回  森や自然についての
　　　　　子どもたちの作文コンクール

「こぐまとめがね」を読んで

安田小学校　２年生　中野清美さん

齊藤　雅治さん（最前列の右から３人目）

安田中学生4人が全国大会に出場しました
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第
1
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式
野
球

大
会
　
3
回
戦
進
出
（
京
都
府
・
7
月
）

高
知
家
ガ
ー
ル
ズ

　清
岡

　小
都
江
さ
ん

　
私
は
今
年
の
夏
、
高
知
県
で
野
球
を
し

て
い
る
女
子
の
み
ん
な
と
京
都
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
合
同
練

習
を
始
め
た
こ
ろ
は
会
話
も
少
な
く
ま
と

ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
練
習

を
続
け
る
こ
と
で
会
話
が
増
え
、
チ
ー
ム

が
一
丸
と
な
っ
て
全
国
大
会
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
戦
の
２
回
戦
は
守
備
の
良
さ
や
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
力
も
あ
り
、
勝
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
３
回
戦
は
守
備
は
良
か
っ
た
け

れ
ど
相
手
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ず
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
く
全
員
野
球
が
で

き
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
女
子
野
球
と
し
て
の
活
動

も
続
け
て
い
き
、
来
年
は
一
試
合
で
も
多

く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
援
し
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
11

回
Ｕ
–
15

全
国
Ｋ
Ｗ
Ｂ
野
球
大

会
　
準
優
勝
　
　
（
千
葉
県
・
10

月
）

高
知
県
選
抜

　
　齊
藤

　雅
治
さ
ん

　
僕
は
こ
の
全
国
大
会
で
た
く
さ
ん
の
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
で

す
。
レ
ベ
ル
の
高
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
共
に
競
い
合
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
野
球
を
や
っ
て
き
て
初
め

て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
落
ち
を
経
験
し
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
ベ
ン
チ
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
プ
レ
ー
の
確
認
な
ど
の

声
掛
け
や
ラ
ン
ナ
ー
コ
ー
チ
等
、
大
事
な

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
全
国
と
い
う

大
舞
台
で
全
国
レ
ベ
ル
の
野
球
を
経
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
上
に
は
上
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
準
優
勝
で
悔
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

高
知
県
選
抜
と
し
て
、
目
標
に
し
て
い
た

全
国
制
覇

を
目
指
し

全
員
野
球

が
で
き
て

い
た
と
思

い

ま

す
。

高
校
で
は

甲
子
園
優

勝
目
指
し

て
頑
張
り

た
い
で
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

全
日
本
卓
球
選
手
権
カ
デ
ッ
ト
（
14

歳

以
下
）
の
部
　
　
　
（
山
梨
県
・
11

月
）

 

高
知
県
代
表
　 

南
　
克
樹
さ
ん

　
こ
の
大
会
は
、
自
分
の
弱
み
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

　
今
回
の
相
手
は
カ
ッ
ト
マ
ン
だ
っ
た
の

で
、
長
期
戦
に
な
る
と
思
い
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
１
セ
ッ
ト
、
２
セ
ッ
ト
目
は
順

調
に
試
合
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

３
セ
ッ
ト
目
以
降
は
自
分
の
体
力
が
な
く

な
り
、
２
対
３
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
練
習
で
は
体
力
を
つ
け
る

た
め
に
毎
日
の
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
部
活
で

は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
多
め
に
練
習
す
る
な

ど
体
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
ま
た
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
今
回
の
雪
辱
を
果
た
す

た
め
、
２
回
戦
進
出
を
目
標
に
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
30

回
全
国
都
道
府
県
対
抗

　
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
大
阪
府
・
12

月
）

高
知
県
選
抜
　
那
須
　
あ
ゆ
み
さ
ん

　
１２
月
２５
日
か
ら
大
阪
で
行
わ
れ
た
、
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
悔
の
残
る
こ
と
や

プ
レ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
れ
ど
、
４

カ
月
間
高
知
県
選
抜
と
し
て
バ
レ
ー
が
で

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
４
カ
月
間
、
い
ち
ば
ん
経
験
の
浅
い
私

に
と
っ
て
は
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
し
、
し
ん
ど
い
思
い
も
し
ま
し
た
。
で

も
そ
の
中
で
改
め
て
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
や

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

チ
ー
ム
で
全
国
大
会
に
出
れ
た
こ
と
を
本

当
に
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
指
導
し
て
く
だ
さ
り
私
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
先
生
方
、
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た

チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
保
護
者
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
高
校
で

は
も
っ
と
辛
い
と
思
う
け
れ
ど
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
取
り
、
春
高
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
P
T
A
新
聞

　「
う
ぐ
い
す
」
よ
り
抜
粋
）

　
１
月
２０
日
、
町
役
場
で
、
小
学
校
６
年
生
７
人
が

参
加
し
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
課
題
や
将
来

の
町
づ
く
り
を
考
え
、
２
つ
の
テ
ー
マ
で
「
町
長
へ

提
案
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
１

「
安
田
町
が
よ
り
便
利
な
町
に
な
る
た
め
に
は
」

①
暗
い
道
に
街
灯
を
つ
け
て
明
る
く
す
る
と
よ
い

②
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
つ

け
る
と
よ
い

③
「
輝
る
ぽ
ー
と
安
田
」
が
も
っ
と
大
き
く
な
る

と
便
利
に
な
る

　
テ
ー
マ
２

「
安
田
町
に
人
が
集
ま
り
、
町
が
活
性
化
す
る
た

め
に
は
」

①
祭
り
を
増
や
す
と
人
が
集
ま
る

②
農
業
留
学
を
し
て
は
ど
う
か

③
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
募
集
し
て
み
て
は
ど
う
か

と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
対
し
、
説
明
を
交
え

な
が
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
緊
張
し
な
が
ら
発
表
し
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、

黒
岩
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
町
の
こ
と
を
考
え
、
ど

ん
ど
ん
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
。
町
政
に
も
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
安
田
朗
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
全
校
児

童
に
安
田
朗
シ
ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

作品は町教育委員会のホームページにのっていますのでぜひ、ご覧ください。
http://www.kochinet.ed.jp/yasuda-t/sub5.html

安田小学校６年生が「町長へ提案」

「テーマ２」発表の様子

「テーマ１」発表の様子

第62回　読書感想文コンクール

最優秀賞受賞
2016年 山の大賞（山林協会長賞）受賞

「森林はたから物」   

安田小学校　３年生　中野歩愛さん

作文コンクール受賞おめでとう

第16回  森や自然についての
　　　　　子どもたちの作文コンクール

「こぐまとめがね」を読んで

安田小学校　２年生　中野清美さん

齊藤　雅治さん（最前列の右から３人目）

安田中学生4人が全国大会に出場しました
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第５回講演会の振り返り
　「日本遺産へ！中芸は一つのストーリー～魚梁瀬森林鉄道遺産を通し
た私たちの地域再発見、そして地域資源の活用をめざして～」と題した
連続講演会を中芸５町村で開催しました。
　第５回は、旅の文化研究所所長神崎宣武氏が、「文化と観光-地域住
民が気づかない地域の魅力-」というテーマでお話しくださいました。
　神崎先生からは、「『森林鉄道』と『ゆず』をつなぐものとして、『カミ（神）』があるのでは
ないか」という、大変刺激的な提案をしていただきました。
　それぞれの講演会にご来場いただきました皆様に、心よりお礼申し上げます。

第４回合同部会及び第２回総会の開催について
　１月１４日に奈半利町役場で第４回合同部会を開催しました。
　両部会長から、日本遺産申請書案について、部会員の方々に説明をし、
気になる箇所や疑問に思われる箇所を確認しながら、総会への提出に
ついて、承諾をいただきました。
　また、１月１８日に中芸広域体育館で第２回総会を開催しました。
　総会では、これまでの推進協議会の活動や、申請書作成の経緯、申
請書案の内容などについて、両部会長や事務局から説明をし、質疑応
答のあと、議長採決のもと全員賛成で可決され、申請書提出が決定し
ました。

「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会 日本遺産への道

～地域観光資源再発見便りvol.7～

お問い合わせ：「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会事務局（役場経済建設課内）　☎38-6715

｢魚梁瀬森林鉄道｣日本遺産推進協議会は、文化庁が認定する平成２９年度日本遺産を目指します

平成２９年度日本遺産申請書を文化庁に提出しました！！
　第２回総会で可決された申請書は、事務局のある安田町教育委員会から高知県教育委
員会を通じて、１月末に文化庁へ提出しました。ストーリーのタイトルは、「森林鉄道か
ら日本一のゆずロードへ-ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化-」です。
　認定の可否は、文化庁に設置する日本遺産審査委員会の審査結果を踏まえて、文化庁
が決定し、４月下旬に公表されます。
　これまで、協議会活動にご協力くださいました皆さまに、心より感謝申し上げます。
　この活動が、日本遺産認定に繋がりますよう、引き続き応援をお願いします。

「志国高知　幕末維新博」とは…

京や江戸から遠く離れた土佐の山間から、なぜ多くの若者が維新の志士となって飛び出し、また、その後

の自由民権運動に関わっていくのか、その足跡を辿りながら、彼らを育んだ時代につながる土佐の風土・

文化や地域の人々、食・自然を知っていただく博覧会です。 高知城歴史博物館・坂本龍馬記念館の２つの

メイン会場と、各地域における幕末維新の志士ゆかりの歴史文化施設など２０の地域会場があります。 幕末

維新期の土佐の歴史を巡り維新の息吹を感じとってください

　安田まちなみ交流館和は、県内２０カ所ある幕末維新博地域会場

のひとつとなりました。

　会期中、無休で特別企画展を開催します。幕末維新の時代、安

田町は、坂本龍馬、髙松順蔵、清岡道之助、髙松太郎、石田英吉

など数多くの人材を輩出しています。維新博を、わたしたち安田

町民による安田の歴史再発見の機会にしましょう。

　期間中の特別企画展にぜひご来場ください。

　第１弾は、幕末の安田が生んだ志士、石田英吉を紹介する特別

企画展です。

石田英吉展Vol.1 ―維新回天編―
　幕末、安田の出身で天誅組・禁門の変・幕長戦争・戊辰戦争に

参戦し、多くの仲間が斃れるなか、九死に一生を得て生きぬいた男、

石田英吉。龍馬率いる海援隊に加入し、動乱の渦中に身を投じた

歴史の生き証人、石田の目を通した幕末を紹介。

　○期　　間　/　平成２９年３月４日（土）～平成２９年７月２日（日）

　○開館時間　/　午前９時～午後５時

　○料　　金　/　２００円（高校生以下無料）

　○龍馬パスポートの対象施設です。｠

なごみ

第一幕　平成29年3月4日（土）～平成30年3月31日（土）

第二幕　平成30年4月1日（日）～平成31年3月31日（日）

公式HP　http://bakumatsu-ishinhaku.com/
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第５回講演会の振り返り
　「日本遺産へ！中芸は一つのストーリー～魚梁瀬森林鉄道遺産を通し
た私たちの地域再発見、そして地域資源の活用をめざして～」と題した
連続講演会を中芸５町村で開催しました。
　第５回は、旅の文化研究所所長神崎宣武氏が、「文化と観光-地域住
民が気づかない地域の魅力-」というテーマでお話しくださいました。
　神崎先生からは、「『森林鉄道』と『ゆず』をつなぐものとして、『カミ（神）』があるのでは
ないか」という、大変刺激的な提案をしていただきました。
　それぞれの講演会にご来場いただきました皆様に、心よりお礼申し上げます。

第４回合同部会及び第２回総会の開催について
　１月１４日に奈半利町役場で第４回合同部会を開催しました。
　両部会長から、日本遺産申請書案について、部会員の方々に説明をし、
気になる箇所や疑問に思われる箇所を確認しながら、総会への提出に
ついて、承諾をいただきました。
　また、１月１８日に中芸広域体育館で第２回総会を開催しました。
　総会では、これまでの推進協議会の活動や、申請書作成の経緯、申
請書案の内容などについて、両部会長や事務局から説明をし、質疑応
答のあと、議長採決のもと全員賛成で可決され、申請書提出が決定し
ました。

「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会 日本遺産への道

～地域観光資源再発見便りvol.7～

お問い合わせ：「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会事務局（役場経済建設課内）　☎38-6715

｢魚梁瀬森林鉄道｣日本遺産推進協議会は、文化庁が認定する平成２９年度日本遺産を目指します

平成２９年度日本遺産申請書を文化庁に提出しました！！
　第２回総会で可決された申請書は、事務局のある安田町教育委員会から高知県教育委
員会を通じて、１月末に文化庁へ提出しました。ストーリーのタイトルは、「森林鉄道か
ら日本一のゆずロードへ-ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化-」です。
　認定の可否は、文化庁に設置する日本遺産審査委員会の審査結果を踏まえて、文化庁
が決定し、４月下旬に公表されます。
　これまで、協議会活動にご協力くださいました皆さまに、心より感謝申し上げます。
　この活動が、日本遺産認定に繋がりますよう、引き続き応援をお願いします。

「志国高知　幕末維新博」とは…
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維新期の土佐の歴史を巡り維新の息吹を感じとってください

　安田まちなみ交流館和は、県内２０カ所ある幕末維新博地域会場

のひとつとなりました。

　会期中、無休で特別企画展を開催します。幕末維新の時代、安

田町は、坂本龍馬、髙松順蔵、清岡道之助、髙松太郎、石田英吉

など数多くの人材を輩出しています。維新博を、わたしたち安田

町民による安田の歴史再発見の機会にしましょう。

　期間中の特別企画展にぜひご来場ください。

　第１弾は、幕末の安田が生んだ志士、石田英吉を紹介する特別

企画展です。

石田英吉展Vol.1 ―維新回天編―
　幕末、安田の出身で天誅組・禁門の変・幕長戦争・戊辰戦争に

参戦し、多くの仲間が斃れるなか、九死に一生を得て生きぬいた男、

石田英吉。龍馬率いる海援隊に加入し、動乱の渦中に身を投じた

歴史の生き証人、石田の目を通した幕末を紹介。

　○期　　間　/　平成２９年３月４日（土）～平成２９年７月２日（日）

　○開館時間　/　午前９時～午後５時

　○料　　金　/　２００円（高校生以下無料）

　○龍馬パスポートの対象施設です。｠

なごみ

第一幕　平成29年3月4日（土）～平成30年3月31日（土）

第二幕　平成30年4月1日（日）～平成31年3月31日（日）

公式HP　http://bakumatsu-ishinhaku.com/
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こんなとき

他の市区町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

後期高齢者医療の障害認定を撤回したとき

他の市区町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

一定以上の障害により後期高齢者医療の対象となったとき

安田町内で住所が変わったとき

世帯主の氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき

修学のため、町外に住所を定めるとき

保険証をなくしたとき（あるいは汚して使えなくなったとき）

届け出は必ず14日以内に

国保の保険者・
　　被保険者（加入者）

世帯主が届け出を

そ

　の

　他

国
保
を
や
め
る
と
き

国
保
に
入
る
と
き

　勤務先の健康保険、共済

組合加入者及びその家族、後

期高齢者医療の加入者、生

活保護世帯以外の人は、すべ

て国保の加入者（被保険者）

となります。

　国保の運営は、市町村（保

険者）が行います。

　１人ひとりが被保険者でも、

加入は世帯ごとに行い、世帯

主がその手続きをします。

　１人に１枚の保険証が交付

され、世帯主には、国保税納

付が義務となります。

１．加入の届け出をした月からではなく、資格の取得月までさかのぼって、

国保税を払わなければならなくなります。

２．保険証がないため、その間の医療費が全額自己負担となります。

３．資格がなくなっているのに届け出が遅れ、国保の保険証を使って医療を

受けた場合、国保で負担した医療費を後で返納していただきます。

　国保は職場の健康保険などと違い、加入するときもやめるときも加入者自らが届け出をしなければなりませ

ん。世帯主は、異動があったときから必ず１４日以内に国保の窓口（役場町民生活課）に届け出をしてく

ださい。

届け出が遅れると…

国保の届け出を忘れずに!!
3月、4月は異動の多い時期です

詳しくは町役場町民生活課　国保係（☎38－6712）でご確認ください。

　この度、愛知県安城市在住の大見鋭雄

氏（國際書画連盟会員）から軍鶏闘鶏の

書画を寄贈いただきました。

　大見氏は、３年前に本町の闘鶏場に訪

れた際、軍鶏の闘いに感動され、軍鶏の

勇姿を施設に飾っていただきたいという

思いから書画を描かれたそうです。

　ご厚志ありがたく、御礼申し上げます。

　寄贈いただいた書画は、安田町東島の

軍鶏闘鶏場に展示していますので、皆さ

まぜひご覧ください。

　なお、軍鶏の闘鶏は１２月から６月まで

の半年間、毎週日曜日、午前９時から正

午頃まで開催しています。

書画寄贈のお礼

大見鋭雄氏が描いた軍鶏闘鶏の書画

とし お

　２月１７日、役場庁舎において、高知県グラウンド・ゴルフ協会（会長 古井正明様）から町に福祉用具等物品が寄贈

されました。

　高知県グラウンド・ゴルフ協会で

は、県内の大会においてホールイン

ワ ン を さ れ た 会 員 が 善 意 の 募 金

（ホールインワン募金）を実施して

います。

　この度、本町の福祉の増進に寄与

するために、この募金を基に液晶テ

レビ２台と歩行器２台を購入して、

寄贈されました。これらは、あった

かふれあいセンター事業で行ってい

る百歳体操で使わせていただく予定

です。

寄贈いただきありがとうございました

「高知県グラウンド・ゴルフ協会」が
本町に物品を寄贈
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こんなとき

他の市区町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

後期高齢者医療の障害認定を撤回したとき

他の市区町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

一定以上の障害により後期高齢者医療の対象となったとき

安田町内で住所が変わったとき

世帯主の氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったとき

修学のため、町外に住所を定めるとき

保険証をなくしたとき（あるいは汚して使えなくなったとき）

届け出は必ず14日以内に

国保の保険者・
　　被保険者（加入者）

世帯主が届け出を

そ

　の

　他

国
保
を
や
め
る
と
き

国
保
に
入
る
と
き

　勤務先の健康保険、共済

組合加入者及びその家族、後

期高齢者医療の加入者、生

活保護世帯以外の人は、すべ

て国保の加入者（被保険者）

となります。

　国保の運営は、市町村（保

険者）が行います。

　１人ひとりが被保険者でも、

加入は世帯ごとに行い、世帯

主がその手続きをします。

　１人に１枚の保険証が交付

され、世帯主には、国保税納

付が義務となります。

１．加入の届け出をした月からではなく、資格の取得月までさかのぼって、

国保税を払わなければならなくなります。

２．保険証がないため、その間の医療費が全額自己負担となります。

３．資格がなくなっているのに届け出が遅れ、国保の保険証を使って医療を

受けた場合、国保で負担した医療費を後で返納していただきます。

　国保は職場の健康保険などと違い、加入するときもやめるときも加入者自らが届け出をしなければなりませ

ん。世帯主は、異動があったときから必ず１４日以内に国保の窓口（役場町民生活課）に届け出をしてく

ださい。

届け出が遅れると…

国保の届け出を忘れずに!!
3月、4月は異動の多い時期です

詳しくは町役場町民生活課　国保係（☎38－6712）でご確認ください。

　この度、愛知県安城市在住の大見鋭雄

氏（國際書画連盟会員）から軍鶏闘鶏の

書画を寄贈いただきました。

　大見氏は、３年前に本町の闘鶏場に訪

れた際、軍鶏の闘いに感動され、軍鶏の

勇姿を施設に飾っていただきたいという

思いから書画を描かれたそうです。

　ご厚志ありがたく、御礼申し上げます。

　寄贈いただいた書画は、安田町東島の

軍鶏闘鶏場に展示していますので、皆さ

まぜひご覧ください。

　なお、軍鶏の闘鶏は１２月から６月まで

の半年間、毎週日曜日、午前９時から正

午頃まで開催しています。

書画寄贈のお礼

大見鋭雄氏が描いた軍鶏闘鶏の書画

とし お

　２月１７日、役場庁舎において、高知県グラウンド・ゴルフ協会（会長 古井正明様）から町に福祉用具等物品が寄贈

されました。

　高知県グラウンド・ゴルフ協会で

は、県内の大会においてホールイン

ワ ン を さ れ た 会 員 が 善 意 の 募 金

（ホールインワン募金）を実施して

います。

　この度、本町の福祉の増進に寄与

するために、この募金を基に液晶テ

レビ２台と歩行器２台を購入して、

寄贈されました。これらは、あった

かふれあいセンター事業で行ってい

る百歳体操で使わせていただく予定

です。

寄贈いただきありがとうございました

「高知県グラウンド・ゴルフ協会」が
本町に物品を寄贈
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　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予

される「学生納付特例制度」があります。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種

学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方で、ご本人の前年所得が次の計算式で

計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉

　118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝

学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月までとなります。

　学生納付特例により、平成２８年度に保険料納付を猶予されている方で、平成２９年度も引き続き在学予定の方へは、

３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平成２９年度の申請

ができます。

　なお、平成２９年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしますの

で、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。

　１２月号広報でお知らせしたとおり、現在の農業委員会委員の任期が平成２９年７月１９日までとなって

いるため、新しい農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員を次のとおり募集します。

１．募集人数　　　農業委員会委員　　　　　　１０人

　　　　　　　　　農地利用最適化推進委員　　　４人

２．募集期間　　　平成２９年３月２１日（火）～平成２９年４月２０日（木）

３．報　　酬　　　農業委員会委員　　会長　日額７,０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員　日額６,３００円

　　　　　　　　　農地利用最適化推進委員　日額６,３００円

４．任　　期　　　平成２９年７月２０日～平成３２年７月１９日

５．役　　割　　　農業委員会委員

　　　　　　　　•農地の権利移動等の申請の許可

　　　　　　　　•農地利用最適化推進委員と連携し、遊休農地の発生の防止・解消の促進、新規就農支援等

　　　　　　　　　農地利用最適化推進委員

　　　　　　　　•農地の権利移動等の申請地の現地確認や農業委員会への意見提出

　　　　　　　　•遊休農地発生防止・解消に向けた農地パトロールや所有者等への働きかけ

　　　　　　　　•下記のとおり町内を４の担当区域に分けています。

６．募集方法　　　応募または推薦を行う方は、募集申込書または推薦書に必要事項を記入のうえ、農業委員会事務

局にご提出ください。

　　　　　　　　　※募集申込書及び推薦書は、安田町ホームページに掲載及び安田町役場農業委員会事務局で配　

布しています。

　　　　　　　　

７．選考方法　　　①農業委員会委員については候補者を選考のうえ議会の承認を得て町長が任命しますが、下記の

点について考慮及び配慮します。

　　　　　　　　　　・農業委員の過半が認定農業者となること。

　　　　　　　　　　・農業経営を行っていない「中立委員」を１名以上含むこと

　　　　　　　　　　・女性や青年の積極的な登用、区域の偏りがないように配慮すること等

　　　　　　　　　②農地利用最適化推進委員については、候補者を選考のうえ農業委員会が委嘱します。

８．そ の 他　　•農業委員会委員と農地利用最適化推進委員を同時に推薦・応募することは可能ですが、兼務する

ことはできません。

•申し込み等の内容は、一部個人情報を除き公表しますのでご了承ください。
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国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

お問い合わせ先　日本年金機構　南国年金事務所　☎088-864-1111　町役場町民生活課　☎38-6712

安田町農業委員会委員・
安田町農地利用最適化推進委員を募集します

［お問い合わせ先］農業委員会事務局　☎38-6715

東島地区

西島・安田地区

唐浜地区

中山地区
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　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予

される「学生納付特例制度」があります。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種

学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方で、ご本人の前年所得が次の計算式で

計算した金額以下であることが条件です。

〈所得のめやす〉

　118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝

学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月までとなります。

　学生納付特例により、平成２８年度に保険料納付を猶予されている方で、平成２９年度も引き続き在学予定の方へは、

３月下旬に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付します。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことにより、平成２９年度の申請

ができます。

　なお、平成２９年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしますの

で、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡ください。

　１２月号広報でお知らせしたとおり、現在の農業委員会委員の任期が平成２９年７月１９日までとなって

いるため、新しい農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員を次のとおり募集します。

１．募集人数　　　農業委員会委員　　　　　　１０人

　　　　　　　　　農地利用最適化推進委員　　　４人

２．募集期間　　　平成２９年３月２１日（火）～平成２９年４月２０日（木）

３．報　　酬　　　農業委員会委員　　会長　日額７,０００円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員　日額６,３００円

　　　　　　　　　農地利用最適化推進委員　日額６,３００円

４．任　　期　　　平成２９年７月２０日～平成３２年７月１９日

５．役　　割　　　農業委員会委員

　　　　　　　　•農地の権利移動等の申請の許可

　　　　　　　　•農地利用最適化推進委員と連携し、遊休農地の発生の防止・解消の促進、新規就農支援等

　　　　　　　　　農地利用最適化推進委員

　　　　　　　　•農地の権利移動等の申請地の現地確認や農業委員会への意見提出

　　　　　　　　•遊休農地発生防止・解消に向けた農地パトロールや所有者等への働きかけ

　　　　　　　　•下記のとおり町内を４の担当区域に分けています。

６．募集方法　　　応募または推薦を行う方は、募集申込書または推薦書に必要事項を記入のうえ、農業委員会事務

局にご提出ください。

　　　　　　　　　※募集申込書及び推薦書は、安田町ホームページに掲載及び安田町役場農業委員会事務局で配　

布しています。

　　　　　　　　

７．選考方法　　　①農業委員会委員については候補者を選考のうえ議会の承認を得て町長が任命しますが、下記の

点について考慮及び配慮します。

　　　　　　　　　　・農業委員の過半が認定農業者となること。

　　　　　　　　　　・農業経営を行っていない「中立委員」を１名以上含むこと

　　　　　　　　　　・女性や青年の積極的な登用、区域の偏りがないように配慮すること等

　　　　　　　　　②農地利用最適化推進委員については、候補者を選考のうえ農業委員会が委嘱します。

８．そ の 他　　•農業委員会委員と農地利用最適化推進委員を同時に推薦・応募することは可能ですが、兼務する

ことはできません。

•申し込み等の内容は、一部個人情報を除き公表しますのでご了承ください。
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国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

お問い合わせ先　日本年金機構　南国年金事務所　☎088-864-1111　町役場町民生活課　☎38-6712

安田町農業委員会委員・
安田町農地利用最適化推進委員を募集します

［お問い合わせ先］農業委員会事務局　☎38-6715

東島地区

西島・安田地区

唐浜地区

中山地区
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つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　　　　　　　   　☎３０－１７５０までお気軽に！ ^○^

徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・3月のお便り安田町ふるさと応援隊・3月のお便り

中山で昔の暮らしのお勉強！

つれ  づれ

　２月９日に集落活動センターで、安田小学校の３年生

が昔の暮らしの勉強をしました。

　羽釜で昔のご飯の炊き方を習った後は、地元のおば

ちゃんたちに昔はどんな暮らしをしていたのかや、どん

な遊びをしていたのかを聴いて学んでいました。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

•安田町には初めての寄附となります。美味しいお米を期待していま

す。

•美味しい日本酒、今年も楽しみです！

•安田朗くん可愛いですね。自然いっぱいの安田町、頑張ってください！

•海が近く、海の恵みを受けられる地域にあこがれます！一度のんびり訪ねてみた

いです。

•去年いただいたみかんも、これ以上ないほどにとても甘くて美味しかったです。

今回のポンカンも楽しみにしています。

•昨年もいただいたお米、もちもちで美味しかったです。

•前回も安田町様に寄附させていただきました。みかん、とても美味しかったです。

地域振興に貢献できれば嬉しいです。

•安田町の特産品、自然薯、届くのが楽しみです。

みなさん、ご寄附、応援
ありがとうございます

平成29年1月～2月の応援メッセージ

　今年、小学校に入学する児童は、平成22年４月２日から平成23年４月１日までに

生まれた方です。

　平成29年度入学式は、次のとおりです。

◎入学式　4月7日（金）

　安田小学校　午後1時30分（午後1時から受付）

　安田中学校　午前9時30分（午前9時から受付）

入学式のお知らせ

◎研　修　内　容：教育プログラムは、４つの座学（「食

品製造・加工」「マネジメント」「品

質管理」「食品機能」）、２つの技術習

得メニュー（「実験技術」「現場実践

学」）などから構成されます。座学の

一部を選択して受講できる選択受講

コースもあります。

◎募集期間（予定）：平成２９年３月１６日（木）～４月１４日

（金）午後５時必着

◎受　講　場　所：高知大学物部キャンパス、高知県工

業技術センター　他

◎受　　講　　料：受講コースにより７千５百円から４万

円まで

◎特　　　　　典：全座学受講者は「食の６次産業化プロ

デューサー」の取得資格が得られます。

★応募書類の請求・問い合わせ先

　〒783－8502　高知県南国市物部乙200

　高知大学物部キャンパス内　土佐FBCⅡ企画運営室

　TEL　088－864－5158・5138

　FAX　088－864－5209　 

　ホームページ・アドレス

　http//www．ckkc．kochi-u．ac．jp/～ckkc0001/tosafbc/

★記載の内容は調整中のものが含まれており、今後変更

があることをご了承いただきますようお願いいたしま

す。変更内容については、随時土佐ＦＢＣホームページ

でお知らせいたしますので、適宜ご確認いただきますよ

う併せてお願いいたします。

「食品産業」の担い手育成講座

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回、「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日頃感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

３月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長 室 開 放日　　３月２３日（木）
　　　午前１１：００から１２：００まで

　　　午後２：００から５：００まで

　◆中山支所勤務日　　３月２４日（金）
　　　午前１０：００から１２：００まで

　　　午後２：００から５：００まで

　高知大学では、平成２９年度の土佐フードビジネスクリエーター（土佐ＦＢＣ）人材創出事業の受講生（１０期生）を募集

いたします。

　この事業は、大学と地域が一体となって大学での講義と工業技術センターでの実習、それに地域内の行政及び企業

等のご協力をいただきながら今後の地域における食品産業を支える人材を養成していくものです。

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。
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つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　　　　　　　   　☎３０－１７５０までお気軽に！ ^○^

徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・3月のお便り安田町ふるさと応援隊・3月のお便り

中山で昔の暮らしのお勉強！

つれ  づれ

　２月９日に集落活動センターで、安田小学校の３年生

が昔の暮らしの勉強をしました。

　羽釜で昔のご飯の炊き方を習った後は、地元のおば

ちゃんたちに昔はどんな暮らしをしていたのかや、どん

な遊びをしていたのかを聴いて学んでいました。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

•安田町には初めての寄附となります。美味しいお米を期待していま

す。

•美味しい日本酒、今年も楽しみです！

•安田朗くん可愛いですね。自然いっぱいの安田町、頑張ってください！

•海が近く、海の恵みを受けられる地域にあこがれます！一度のんびり訪ねてみた

いです。

•去年いただいたみかんも、これ以上ないほどにとても甘くて美味しかったです。

今回のポンカンも楽しみにしています。

•昨年もいただいたお米、もちもちで美味しかったです。

•前回も安田町様に寄附させていただきました。みかん、とても美味しかったです。

地域振興に貢献できれば嬉しいです。

•安田町の特産品、自然薯、届くのが楽しみです。

みなさん、ご寄附、応援
ありがとうございます

平成29年1月～2月の応援メッセージ

　今年、小学校に入学する児童は、平成22年４月２日から平成23年４月１日までに

生まれた方です。

　平成29年度入学式は、次のとおりです。

◎入学式　4月7日（金）

　安田小学校　午後1時30分（午後1時から受付）

　安田中学校　午前9時30分（午前9時から受付）

入学式のお知らせ

◎研　修　内　容：教育プログラムは、４つの座学（「食

品製造・加工」「マネジメント」「品

質管理」「食品機能」）、２つの技術習

得メニュー（「実験技術」「現場実践

学」）などから構成されます。座学の

一部を選択して受講できる選択受講

コースもあります。

◎募集期間（予定）：平成２９年３月１６日（木）～４月１４日

（金）午後５時必着

◎受　講　場　所：高知大学物部キャンパス、高知県工

業技術センター　他

◎受　　講　　料：受講コースにより７千５百円から４万

円まで

◎特　　　　　典：全座学受講者は「食の６次産業化プロ

デューサー」の取得資格が得られます。

★応募書類の請求・問い合わせ先

　〒783－8502　高知県南国市物部乙200

　高知大学物部キャンパス内　土佐FBCⅡ企画運営室

　TEL　088－864－5158・5138

　FAX　088－864－5209　 

　ホームページ・アドレス

　http//www．ckkc．kochi-u．ac．jp/～ckkc0001/tosafbc/

★記載の内容は調整中のものが含まれており、今後変更

があることをご了承いただきますようお願いいたしま

す。変更内容については、随時土佐ＦＢＣホームページ

でお知らせいたしますので、適宜ご確認いただきますよ

う併せてお願いいたします。

「食品産業」の担い手育成講座

　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回、「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日頃感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

３月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長 室 開 放日　　３月２３日（木）
　　　午前１１：００から１２：００まで

　　　午後２：００から５：００まで

　◆中山支所勤務日　　３月２４日（金）
　　　午前１０：００から１２：００まで

　　　午後２：００から５：００まで

　高知大学では、平成２９年度の土佐フードビジネスクリエーター（土佐ＦＢＣ）人材創出事業の受講生（１０期生）を募集

いたします。

　この事業は、大学と地域が一体となって大学での講義と工業技術センターでの実習、それに地域内の行政及び企業

等のご協力をいただきながら今後の地域における食品産業を支える人材を養成していくものです。

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。
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自分の日常生活状況を見てみましょう！

以下の項目であてはまるものがいくつありますか？　自己チェックしてみましょう。

健 康 手 帳

お問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８

運動不足と日常生活活動　チェック

運動不足になっていませんか？　 
　健康づくりの運動は、肥満に加えて体調不良やメタボリックシンドローム・生活習慣病の予防・改善が中心に

なります。どの世代でも心身の健康づくりには適度な運動が大切です。

　自分の生活を振り返ってみませんか？

生活

カウンセリング

判定 該当する項目を意識して

改善しましょう。

１～３個

健康的な人生を選ぶか、

不健康な人生を選ぶかの

分かれ道です。

４～６個

完全に運動不足の生活です。

このままの生活を続けると生活

習慣病の危険性が高まります。

７個以上

何個あてはまり

ますか？

□姿勢が悪い □ゆっくり歩く、
　スリ足で歩く

□２階、３階へいくときでも
　エスカレーターや
　エレベーターを利用する

□１日合計30分以上
　歩くことはあまりない

□電車・バスで空席

　を見つけると必ず座る

□歩いて10分以内の移動でも、

　車・バス・タクシーをよく利用する

□仕事はデスクワークがほとんど

　（家にいるときはほとんど座っている）

□ふだんから（または休日は）

　テレビを1日5時間以上見る

□1日中メールのやり取りをしてい

　る、または暇があるとネットを利

　用している

□家事は苦手、

　またはさぼりがち

知っていますか？感震ブレーカー

感震ブレーカーとは？

地震を感知すると自動的にブレーカーを落として電気をとめます！

簡易型

☆感震ブレーカーの種類

感震ブレーカーを設置して電気火災から｢家｣・｢地域｣を守ろう！

【事例】

　地震で本棚が倒れ、雑誌等が電気ストーブ周辺に散乱。

　　　　　　　　　　　↓

　停電した状態から通電し、ストーブが作動。

　　　　　　　　　　　↓

　紙類に着火！火災が発生！！

地震が引き起こす電気火災とは？

分電盤型 コンセント型

中芸消防本部　代　表　☎38－2643

予防係　☎38－2648

お問い合わせ先　　町教育委員会　☎３８̶５７１１

東日本大震災における本震による火災全１１１件のうち原因が特定されたものが１０８件。

そのうち過半数が電気関係の出火でした！
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　用している
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地震を感知すると自動的にブレーカーを落として電気をとめます！

簡易型

☆感震ブレーカーの種類

感震ブレーカーを設置して電気火災から｢家｣・｢地域｣を守ろう！

【事例】

　地震で本棚が倒れ、雑誌等が電気ストーブ周辺に散乱。
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　停電した状態から通電し、ストーブが作動。
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　紙類に着火！火災が発生！！
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分電盤型 コンセント型
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健診・検診受診のすすめ

健診：健康かどうかを確認するために行うものです。血圧測定や血液検査などから、健康

に関する心配な点がないかを調べます。健診の種類によって検査項目や健康相談

の内容が違います。例えば特定健康診査は、メタボリックシンドロームに着目し、

生活習慣をよりよくできるように保健師などが一緒に改善方法を考えます。

検診：大腸がん検診や胃がん検診、乳がん検診のように何か特定の病気を早期発見するた

めに行うものです。

　体は年々変化します。皆さん、町や職場で勧められる健診や検診を受けて病気に負け

ないようにしませんか。

（高知大学医学部看護学科　齋藤美和）

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶

私は健康だし、

健診？　検診？　そんなもの「必要ない」、「嫌だな」と思われる方が多いと思います。

ホントに？

どうして言えるの？

時間が

ないから

例えば、

大腸がん検診

土日とか、病院とか、
機会はいろいろ増えています。
広報や案内を見てみてください。

必要ない

受けない

家族や周囲の人は、

受けてほしいと思っているかも！

病気の予防ができるかも！

大便を専用の容器に入れて提出し、便潜血反応（便に血が混じってい

ないか）を調べて大腸がんの早期発見を目指します。

多くのがんは、早く見つければ治療ができます。特に大腸がんは、早

期発見が大事です。

がんと言われたら

怖いから

受けない？

未受診で手遅れで見つかる方が怖いと思います。

検診結果だけではがんかどうかは分かりません。

指示があったら、安心のためにも精密検査を受けましょう。

検診は

痛いし嫌だから

受けない？

例えば乳がん検診のマンモグラフィーは、以前程痛くなくなったように

思います。放射線技師さんたちが、すごく上手になったように思うの

ですが女性の皆さんいかがでしょう。

がん検診では、痛いことや辛いことは減っています。
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安田町あったかふれあいセンターの予定 2017年3月号

≪社協（町社会福祉協議会 ☎38-5500 担当 東）≫ 　≪JA(土佐あき農協　☎38-5030　担当　横山)≫

10：00～
  9：30～
13：30～
13：45～
10：00～
13：30～
13：30～

10：30～
14：30～
10：00～

10：00～

  9：30～
13：30～
13：45～
10：00～
13：30～

10：30～
13：30～
13：30～
10：00～
10：00～
  9：30～
13：30～
13：45～
10：00～
13：30～
13：30～

10：00～
10：00～
  9：30～
13：30～
13：45～
10：00～
13：30～

10：30～
13：30～

10：00～

10：00～

  9：30～
13：30～
13：45～

日（曜日）
3/1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11
12

13

14
15

16

17

18
19
20
21
22

23

24

25
26

27

28

29

30

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金

土
日

月

火
水

木

金

土
日
月
火
水

木

金

土
日

月

火

水

木

時　間 予　定 場　所
レクリエーション

音楽療法
体操
体操
体操
体操
体操

体操
男性の日

体操

音楽療法

体操
体操
体操
体操
体操

体操
創作

男性の日
体操

レクリエーション
体操
体操
体操
体操
体操
体操

体操
レクリエーション

体操
体操
体操
体操
体操

体操
創作

体操

レクリエーション

体操
体操
体操

保健センター＊ほたるカフェ
福祉館＊買い物支援

間下集会所
保健センター

せせらぎの郷小川
集落活動センター

和田集会所

保健センター
保健センター

集落活動センター

保健センター＊ほたるカフェ

福祉館　　
間下集会所
保健センター

せせらぎの郷小川
集落活動センター

保健センター
福祉館

集いの舎
集落活動センター

保健センター＊ほたるカフェ
福祉館＊買い物支援

間下集会所
保健センター

せせらぎの郷小川
集落活動センター

和田集会所

保健センター
保健センター＊ほたるカフェ

福祉館
間下集会所
保健センター

せせらぎの郷小川
集落活動センター

保健センター
福祉館

集落活動センター

保健センター＊ほたるカフェ

福祉館
間下集会所
保健センター

13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～

13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～

13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～

10：00～
13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～

13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～
10：00～
13：30～
10：00～
13：30～
13：30～

日（曜日）

3/1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11
12

13

14

15

16

17

18
19
20
21

22

23

24

25
26

27

28

29

30

31

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金

土
日
月
火

水

木

金

土
日

月

火

水

木

金

時　間 予　定 場　所
リハビリ講習会

体操
体操・レク

体操
体操・食事会

体操
体操

体操
体操

体操・食事会
体操

体操・3Ｂ
体操・レク

体操
体操・レク

体操
体操

体操
体操

体操・食事会
体操
体操

体操・レク
体操

体操・3Ｂ
体操
体操

体操・食事会
体操
体操

おでかけ
体操
体操
体操
体操

体操
体操

体操・食事会
体操
体操
体操
体操
体操
体操
体操

東島老人憩いの家
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所
不動集会所

唐浜老人憩いの家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所

ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所
不動集会所

唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所

ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所
不動集会所

唐浜老人里の家
東谷集会所

ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所
不動集会所

唐浜老人里の家
東谷集会所

東島老人憩いの家
東島城集会所

ふれあいセンター
東島中村東集会所
唐浜老人里の家
ふれあいセンター
東島城集会所
不動集会所

唐浜老人里の家
東谷集会所＊31日は休館

（１６０）　１６０

（１８４）　１８４

（△２４） △２４
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安
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第
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65回
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町

村
対

抗
駅
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走
⑩

  　
　

「
魚

梁
瀬

森
林
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」
日

本
遺
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推

進
協

議
会

日
本

遺
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へ
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道
⑪

　
　

　
志

国
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知
幕

末
維

新
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安
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ジ
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ャ
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ー

「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町

和通信
なごみ

　もうすぐ桜の季節です。

　3月４日から待ちに待った「志国高知　幕末維新博」が始まります。会場では若き龍馬の活躍を

支えた髙松順蔵や石田英吉（第11代高知県知事）ら安田ゆかりの人物たちを紹介していますが、

今回は石田氏に焦点を当てました。

　ぜひご来館いただき、安田町の偉人たちを

しのんでみてはいかがでしょうか。
安田まちなみ交流館「和」
開館時間／午前9：00～午後5：00　
安田町大字安田１６７４－１　☎38-3047

なごみ

お父さん、お母さん、ありがとう！

わたし、1歳になりました。
大きく
　なったでしょ！

今月号では平成２８年２月生まれの子どもを紹介します。

とびっきりの笑顔でデビューです。

２月１０日生まれ

南　さくらちゃん

（西島）父：宏樹さん

　　　  母：裕美さん

たくさんの笑顔と幸せをありがとう☆

これからもよろしくね。
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